
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
東北食農ネットワーク”T-FAN”第 1４号をお届けします。 

第 1４号では，平成 2９年 10 月 4 日～6 日にかけて東京ビッグサイトで開催された農林水産

省主催の「アグリビジネス創出フェア 2017」に東北ハイテク研として参加した報告を致します。 

 農林水産省主催による「アグリビジネス創出フェア 2017」が、10 月 4 日～6 日までの 3

日間、東京ビッグサイトにおいて開催された。アグリビジネス創出フェアは、農林水産・食品分

野の優れた技術シーズを有する全国の研究者とその技術を利用する農林漁業者や食品企業等の

関係者が一堂に会する技術交流展示会として 2004 年度から継続して実施されており、年々参

加組織が増えている。2017 年度は、大学、国立研究開発法人、公設試験場、研究開発ベンチャ

ー企業等、全国 145 機関が最新の技術の展示を行い、約 3 万 8 千人が参加した。 
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本年度の基調講演やセミナーでは、人工知能（AI）、ロボット、IoT、スマート農業、見える化

など、IT 技術やロボット等の農業への応用に関する話題が多く取り上げられ、農業の可能性やベ

ンチャービジネスなどが活躍できる産業として農林水産業が注目されていることがわかるフェ

アとなっている点に特徴があった。 

  

 

 

 

 東北ハイテク研では、東北地域における以下の６つの研究成果をパネル展示もしくは資料配付して

説明するとともに、東北農研が育成したもち小麦品種「もち姫」を用いた食パン、岩手大学が育成し

東北ハイテク研の出品内容 



た大豆品種「貴まる」を用いて商品開発した「貴まる納豆」「貴まる豆腐」の試食調査を実施した。 

＜パネル展示した研究成果＞ 

1. 多獲性魚類加工のためのロボットシステムの開発（Ｈ28 農食事業採択課題） 

 （岩手大学） 

2. 大豆新品種「貴まる」の生産から商品化まで（岩手大学、ふうせつ花） 

3. 盛岡地方もち小麦の郷づくり研究会（盛岡普及センター） 

4. 農業機械事故予防のためのスマホを活用農業した警報システム（福島県農業総合センター） 

5. スマホを利用した TN 法（東北農試法）によるリアルタイム合意形成支援手法 

（東北ハイテク研（門間・朴寿永）） 

６. ネットワークカメラや twitter を利用したスマートフォンでの遠隔監視 

（東北農業研究センター 野中章久・山下善道・金井源太） 

 

 



 



 
 



 
 



 



 


